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システム稼働状況についてシステム稼働状況について



システムの安定運用を最重要課題として取り組んでいますシステムの安定運用を最重要課題として取り組んでいます。
システム障害発生の検知から復旧、復旧後の対応に至る一連の対応を遅滞なく確実に実行し、国際物流に関わる関係者への
影響を最大限抑制するよう努めています。また、安定運用の日（12月10日）を定め訓練を実施しています。

Ⅰ．ＮＡＣＣＳ稼働状況【平成２６年１～１２月】

１．稼 働 状 況

規定運用時間 計画停止時間 運用時間 障害停止時間 稼働率規定運用時間 計画停止時間 運用時間 障害停止時間 稼働率

8,760時間00分 22時間30分 8,737時間30分 0時間00分 100.00%

（注）１．規定運用時間

1日のシステム運用時間（24時間00分）の当該期間における総時間を示す。

（注） 計画停止時間（注）２．計画停止時間

センターが、センター設備の設定変更等のためあらかじめ利用者に周知し、センター設備を停止した時間を示す。

（注）３．運用時間
規定運用時間から計画停止時間を控除した時間を示す。

（注）４．稼働率

（運用時間－障害停止時間）÷運用時間で示す。

運用時間：利用者システムとの接続形態別によるセンター設備機器毎の延べ運用時間

１

停止時間：接続形態別センター設備機器毎の障害停止の延べ時間



２． 障 害 状 況

項 目 当年件数 前年件数

シ ス テ ム 関 係 0 1

回 線 関 係 0 1

障害内容障害内容

（1）システム関係 0件

（2）回線関係 0件

３． ト ラ フ ィ ッ ク 件 数 （単位：千件）

航空 前年 海 前年 合計 前年航空 前年比 海上 前年比 合計 前年比

輸出 116,801 106.60% 40,509 103.77% 157,310 105.85%

輸入 125,834 101.40% 67,099 122.57% 192,933 107.88%

監視・輸出入共通 12 060 261 44% 60 233 113 91% 72 293 125 75%監視 輸出入共通 12,060 261.44% 60,233 113.91% 72,293 125.75%

小計 254,695 106.89% 167,841 114.44% 422,536 109.77%

その他 36,989 101.00%

他システム 36,713 183.45%

２

総計 496,238 112.38%


